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1．はじめに
現在，情報化，市場化が世界的レベルで進展し，企業は大競争の時代に突入している．たとえば，
情報化についてみると，情報処理技術の高度化と情報通信ネットワークの国際化という二つの大き
な潮流の中で飛躍的に進展している．このような世界的な大きな動きの中にあり，企業を取り巻く
経営環境はさらに厳しいものとなっている．そのため，企業は生き残りをかけ，また，さらなる成
長にむけ企業の所有する資本・財・人的資源・情報等の経営資源を用い，様々なステークホルダー
との間との関係性の再構築を模索している．
このような状況下，近年，企業を巡り様々な深刻な問題が起きており，社会的にも大きな注目が
集まっている．たとえば，わが国では，パナソニック等の日本代表する企業の業績の大幅悪化問題，
さらに，オリンパスや大王製紙等の企業不祥事問題等も深刻である．また，海外においても，アメ
リカでのリーマン・ブラザースの経営破綻とその役員の高額報酬問題等も注目を集めている．さら
に遡るとエンロンによる不正取引やアメリカ史上最大級といわれるワールドコムの経営破綻問題等
がアメリカ経済に大きな影響を及ぼした．一方，EUにおいては，加盟国の一部における国債の信任
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問題とその不適正な情報開示等が問題となっており，関連する銀行の倒産問題にまで発展した．こ
のように，現在，企業をめぐり様々な深刻な問題が発生している．これらのことを背景に，企業は，
企業業績のみならず，その企業や役員の行動様式等をも含む企業の品質が問われているといえよう．
このようなことから，本稿は，企業について，とりわけ株式会社を中心に，企業の品質に焦点を
あて，特に，経営倫理の視点から考察するものである．すなわち，企業をステークホルダーが評価
するためには企業の情報とその開示が重要となるが，この企業情報を規定するものとしての会計シ
ステムが制度化されている．そして，企業の国際的展開にともない，一国だけの会計システムに代
わり，グローバルな視点からの国際会計システムの重要性が高まってきている．本稿では，この国
際会計システムを経営倫理の視点から考察し，情報の非対称性問題や意思決定における恣意性等こ
の会計システムが内在化している本質的な諸問題を明らかにし，この問題解決にむけた経営倫理の
意義を考察するものである．さらに，経営倫理における新たなるイノベーティブな視座として，本
稿では，定量的な視点からのアプローチを視野にいれた考察も行うこととする．
2．株式会社の概要
2－1．企業の諸形態
いわゆる企業と呼ばれるものには様々な種類があるが，ここではわが国の会社法をベースに，企
業形態について検討を進めたい 1）．企業の大分類としては，まず私的なものか否かにより私企業と公
企業に分類される．私企業についてはさらに利潤を追求する営利企業と協同組合や相互会社といっ
た非営利企業に分けられる 2）．そして，営利企業の中には，個人で事業が行われる個人企業と共同企
業が存在する．株式会社はこの共同企業の中の一形態として位置づけられる（図表1　企業の諸形態）．
ところで，利潤追求を行う企業組織を考察する場合，対象となる企業の組織形態を営利活動に適
したものにする必要がある．人は単独で出来ることには限界があるため，一般的には企業は個人企
業ではなく共同企業が主体となる．この共同企業のメリットとしては，資本の集中，労力の結合，
そして，危険負担の緩和があげられる．すなわち，資本の集中の利点は，一人で事業を営む個人企
業と比較し，共同企業の方が資本集積において優位性を発揮できる．また，労力の結合に関しては，
単独の労力に比べ，出資者を中心に多様な能力を有する労力を組織化することで優位性が高まる．
さらに，危険負担の緩和とは，損失等のリスク要因に対し多数の資本提供者間で損失を分担するこ
とにより，その結果，危険負担の分散が可能となる．
このようなことから会社とは，営利を目的とする団体であり法人格が与えられたものとして位置
づけられる．さらに，制度的視点から，この会社は，株式会社，合名会社，合資会社等に分類，整
1）　本論では，平成 17年に制定されたいわゆる「新会社法」をもとに考察を展開する．
2）　保険業に関し，会社分類上では相互保険会社の形態をとっているところもあれば株式会社の形をとっているものま
るが，両者の間の実態的営業活動に関してはほぼ同じである．
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理される 3）．
2－2．株式会社の特徴
会社は有限な経営資源を用い，付加的価値を創造するものである．そして，私的存在として経済
活動の自由が保障されているが，一方，社会的な存在等の理由により制度的な枠組みでその活動内
容等が規定されている．ところで，日本には 2006年 11月末現在，清算中の会社を除き，約 326万
社の会社があり，その内訳は，株式会社が約 123.1万社，有限会社が約 192.0万社，合名会社が約 1.9
万社，合資会社が約 8.7万社，合同会社が約 0.3万社，となっている（なお，有限会社に関しては，
2005年改正前の有限会社法に基づく有限会社という類型は，会社法上の株式会社という類型に統合
された）4）．
ところで，合名会社に代表される人的会社には，この種の会社形態が持つ必然として経営と資本
3）　神田秀樹 [2007]『会社法』弘文堂　pp.7-12.
4）　有限会社法は廃止されたが，会社法施行前に設立された有限会社は，会社法施行後は，法的類型としては株式会社
になるものの，なお「特例有限会社」として存続し，有限会社法のもとでの規律とほぼ同様の規律のもとで運営を継
続することが認められる．同掲書，p.8．
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集積に関し，そこには限界が存在する．すなわち，人的会社は人的結合と人的支配をベースとして
いるため，会社の存在が極めて私的なものとなっている．そのため，人的会社では企業の運営は企
業所有者である経営者の私的資質に大きく依存することになる．ところが，資本所有者が常に経営
者として適任であるとは必ずしもならない．すなわち，経営者として不適任の場合，その人物に代
わる経営の専門家に代替させるべきだが，それが制度的には難しくなっている．すなわち，このよ
うな人的会社には，会社規模拡大にむけた資本集積の問題，さらに，経営の高度化等の経営に関し
重大な問題が存在する．
そこで，出資者の責任の範囲と，所有と経営という課題に対し，いかにして近代的社会状況に適
合する組織構造を構築し，資本の集積を図るかが重要となる．この人的会社制度の問題点を克服す
るものとして株式会社が制度的に確立されてきた．株式会社制度では，無限責任に代わり危険負担
の緩和を極限的に追及する中で，資本の集積を高度に実現するという仕組みとなっている．すなわち，
株主は一定の出資義務のみを会社に対して負うだけでよく，会社債権者に対しての責任は負わない．
また，社員の地位は細分化されているため，一株あたりの出資額も小額化が可能で，多数の出資者
を集めることができる．このように，株式会社制度では，無個性の多数かつ多様の投資家が，安心
して各投資家の資金状況に応じた投資が可能となる．そして，社会に拡散している多様な資本を多
数集積することにより，結果として巨額の資金調達が可能となる．このようにさまざまな企業形態
が想定される中，株式会社は市場原理的な視点からの優位性があり，経済活動の実態を概観しても，
欧米諸国と同様，日本においても，会社形態の中で株式会社が中心的な役割を担っている．そこで
本稿では株式会社を主たる対象として，考察を展開していくことにする 5）．
3．企業情報の重要性
3－1．ステークホルダーの視点からの企業情報の重要性
企業規模の巨大化，企業活動のグローバル化の進展とともに，企業は株主等との資金的な関係性
に加え，さらに様々なステークホルダーとの間に多様な関係性を構築してきている．これらのステー
クホルダーにとり対象企業に関する企業評価は，極めて重要なものとなる．そして，この企業評価
実現のために，企業情報は極めて重要性の高いものとなる．すなわち，主要な経営資源としての資
金的視点からは，株主や銀行に代表される債権者等による企業評価は，金銭的なリスクとリターン
の投融資に関する損益問題となり，企業情報の重要性は極めて高いものとなる．また，仕入れ，販
売に関わる取引等を行うステークホルダーにとっても，取引リスクに関する情報等の視点から企業
評価を行うために企業情報の重要性は高いものとなる．なお，企業とステークホルダーとの間にお
いては，より高度の企業評価の視点から，双方向性のコミュニケーションの重要性が高まっている．
5）　なお，本稿では「企業」を，特に明記しない場合は，「株式会社」とほぼ同義語として使用することとする．
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3－2．企業からの情報開示の重要性
株式会社制度では，これまでの考察から，出資者の地位は株式という形で細分化され，責任の範
囲は有限となる．それゆえ，それぞれの出資者の投資金額は少額であっても，社会に散在する多数
の出資者を集積することにより，結果として巨額の資金調達が可能となり，巨大企業が実現される
ことになる．現代の多くの会社は，株式会社の形態をとっており，とりわけ社会的にも著名な企業
の多くは，株式会社の形態で企業活動を活発に展開している．
このような制度的特徴を持つ株式会社においては，基本原理として，株式によりさらなる資金調
達を企図している企業や，新規に株式公開を予定している企業にとっては，会社情報の外部への開
示が重要なものとなる．なぜなら，社会に散在する多様な資本の多数の集積実現のためには，まず
自社の存在を市場社会において認知してもらうことが大前提となる．そして，その上で，投資対象
としての有用性を評価してもらうことが必要となる．これを実現するためには，会社情報の公開を
ベースに多様な不特定多数の投資家とのコミュニケーションが不可欠となる．すなわち，株式会社は，
市場や社会においてより適正な評価を獲得し，市場からより良質の資金を集めるために，資本市場
との良好なコミュニケーションの構築とその拡充が強く求められてくる．そのため，本来的に，株
式会社における会社情報の開示はきわめて重要なものとして位置づけられことになる．また，この
ような直接金融だけでなく，間接金融等においても会社情報の開示が重要となる．
さらに，これら資金調達活動以外にも，企業の一般的諸活動を円滑に推進するためにも，企業の
市場や取引先等のステークホルダーからの社会的受容が有用となる．このようなことから，企業自
身による企業外部への情報発信とそれを通したコミュニケーションは非常に重要となる．
3－3．社会的視点からの企業情報の重要性
企業規模の拡大やグローバル化の進展とともに，企業は株主等との営利的な取引関係だけでなく，
広くは企業市民としての社会的存在として，これまで以上に様々なステークホルダーとの間に多様
な関係性が存在している．つまり，企業の社会におけるプレゼンスや企業の社会性の高まりにより，
CSRに代表されるようなより社会的な観点からの企業評価への関心が高まってきている．そのため，
社会的視点から企業情報の重要性が高まってきている．
ところで，企業と社会に関する先行研究は，これまで多方面から多様なアプローチ行われてきて
いる．たとえば，Carrollは，社会とは，複数の利害関係者により形作られると考え，コミュニティ，
国家，あるいは共通の伝統，価値観や制度，さらには，利害関係を持つ人間集団を社会として定義
している 6）．また，Davis, Frederic, Blomstrom は，企業経営者は，企業と社会との相互作用を保持す
る中で，常に社会と関わる意思決定に直面すると指摘し，企業と社会との関係に関し，企業とその
6）　Carroll, A.B.[2000], Business and Society :Ethics and Shareholder Management, South-Western College Publishing, p.21.
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外部環境との関係としてとらえている 7）．企業をめぐる社会との関係に関し多様な研究が展開されて
いるが，本稿では，Carrollおよび，Davis, Frederic, Blomstromの考察をベースに，多様な利害関係
者から社会は構成され，企業も社会の構成主体の一つであるという視点に立脚し展開していくこと
にする．
4．国際会計システムにおける企業情報
4－1．会計システムの機能
ステークホルダーが企業評価を実現するためには，企業情報とその情報公開が非常に重要になる
が，この企業情報関連において中心的なものとして，ディスクロージャー制度の視点からは企業の
会計情報が重要なものとして位置づけられる．そして，これは会計システムにより制度的に規定さ
れている．
このような会計システムの特徴を機能的な視点からみると，次の二つの点が指摘できる．つまり，
その一つとして，ビジネス社会の共通言語機能という点があげられる．すなわち，会計システムは
ビジネス社会の主要なインフラストラクチャー（社会的経済基盤）として，経済活動に関する重要
なコミュニケーションツールとしての機能が期待されている．もう一つは，ビジネス社会の物差し（尺
度）としての会計システムである．すなわち，会計システムはビジネス社会の共通言語であるとと
もに，企業間の比較や評価等のための共通の尺度としての機能が期待されている．このようなこと
から，企業の会計情報を規定するものとして，制度的な会計システムは重要なものとして位置づけ
られている．なお，企業の内部統制等への視点も重要であるが，本稿は，企業外部への情報開示を
中心に制度的な会計システムについて考察する．
4－2．国際会計システムの概要
このように，企業の会計情報は会計システムにより制度的に規定されているが，特に，近年の国
際的な企業活動や金融証券市場のグローバル化の進展にともない，この会計システムも国際化が要
請され，国際会計システムの重要性が高まってきている．
すなわち，企業活動のグローバル化の進展　さらに，情報のグローバル化の進展にともない，金
融的な取引等において，これらに関連する情報はいつでも，どこからでも，瞬時にアクセスが可能
となってきた．そのため，グローバルな視点からの企業評価が求められ，会計システムのグローバ
ル化として国際会計システムの重要性が高まってきている．
この国際会計システムに関し，その概要をごく概略的に見ていくことにする．国際会計基準ある
いは，国際財務報告基準と総称される IFRS（International Financial Reporting Standards）は，国際
7）　Davis, Frederic, Blomstrom [1980], Business and  Society: Concepts and PolicyIssues, 5th ed, McGraw-Hill, p.4.
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会計基準審議会（IASB, International Accounting Standards Board）が公表する国際的な会計基準の
総称である．
企業活動の国際化や資本市場のボーダレス化の進展により，国際的視点からの会計基準の統
一化のニーズの高まりを背景として 1973年国際会計基準委員会（IASC, International Accounting 
Standards Committee）が設立された．2000年には証券監督者国際機構（IOSCO，International 
Organization of Securities　Commissions）による IASCへの支持が表明された．そして，翌年の
2001年には，国際会計基準審議会（IASB）が設立された．さらに，2002年には，IASBと米国財務
会計基準審議会（FASB，Financial Accounting Standards Board）との間で，いわゆるノーウォーク
合意と称されるコンバージェンスに関する合意がなされた．また，2005年には，EU域内での上場
企業へ IFRSが適用されるようになった．このような歴史的な展開を経て今日に至っているが，この
IFRSの特徴について経営倫理の視点からは，原則主義（プリンシプル・ベース），比較可能性の重視，
資産・負債アプローチ，キャッシュフロー会計や公正価値会計の重視，実質優先思考等の特徴が指
摘できる．
5．国際会計システムの課題と経営倫理の意義
このような国際会計システムには様々な利点もあるが，国際会計システムそのものには，いくつ
かの大きな問題も内在化している．そこで，これらの問題について考察していくことにする．まず，
国際会計システムに内在化する原理的課題として，企業とステークホルダーとの間には，企業情報
に関する情報の非対称性の問題が存在する．すなわち，企業のステークホルダーサイドは，企業に
関する情報に関し，情報劣位の状態が想定される．企業情報を把握しているのは企業自身であり，
企業情報の外部化はまさに企業自身に委ねられているからである．特に，恣意的な情報隠蔽等は，
経営倫理的にも大きな問題となる．法定ディスクロージャーに加え，企業が自ら自発的に行う自発
的ディスクロージャーは今後さらにステークホルダーからの要請が強まっていくものと思われるが，
これら情報開示においての実行主体は企業であり，まさに，公開情報の品質の程度は企業に依存す
ることになる．ところで，これらは基本的には企業の経営上の判断の問題であり，公開情報の品質
を含む経営上の判断には経営倫理の視点が重要となる．そのため，企業社会における経営倫理の意
義が問われることになる．特に，国内主体の企業活動を展開し，ステークホルダーも国内中心の場
合と比べ，企業活動をグローバルに展開し，そのステークホルダーも国内だけでなく国際的に分散
している場合，とりわけ自発的ディスクロージャーにおいては，その国際的企業とその内外のステー
クホルダーとの間で，企業情報に関する情報格差はさらに拡大することが懸念され，この問題への
対応はさらに重要な課題となる．
また，国際会計システムにおける理論的な視点からは，これまでの細則主義（ルール・ベース）
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から原則主義（プリンシプル・ベース）に，会計基準の概念設定が大きく転換した 8）．これまでの会
計処理・開示は細則主義であったが，ここでは，会計基準の趣旨を逸脱するような巧妙な会計の技
術的対応等が行われることもあり，それらを防止するため，会計基準の設定が膨大化してきた．こ
れらへの配慮等もあり原則主義に変更された．この原則主義においては，原理原則が重視されるこ
とになる．そのため，個別的対応においては，企業ベース，事例ベースで判断することが要請され
ることになった．そして，その適否は監査人の専門的な判断に委ねる方式となってきた．ここにお
いて，この意味することは大きく，より適切な会計情報の構築にむけ経営倫理的視点が会計情報の
品質に影響することが想定されることになる．この原則主義への転換により，監査人に関しても，
経営倫理に関するリテラシーが非常に重要になってきている．
このように，グローバル化の進展にともない，以前に比べ，企業情報を規定するものとしての国
際会計システムは，極めて重要なものとなってきている．この国際会計システムを経営倫理の視点
から考察すると，この国際会計システムは現代的な意味での多くの優れた点も指摘できるが，大き
な問題も内在化している．国際会計システムにおけるこのような課題への解決のためには，経営倫
理的な視点からの対応が重要となり，まさに，経営倫理の存在意義は大きいものとなる．
6．経営倫理に関する定量分析的アプローチ
6－1．企業行動のポジショニング
営利を目的とする社団法人の代表的なものとして株式会社があげられるが，この株式会社におい
ては，特に，コーポレート・ガバナンスの視点からは，企業利益等として認識される，いわゆる企
業価値の創造が求められている．しかし，企業価値最大化にむけた企業活動は無制限的には容認さ
れない．すなわち，社会における企業市民としての規範やルール等への配慮が求められ，経営倫理
的視点からコンプライアンスの遵守等が企業行動において大変重要になる．このような視点から，
企業行動を見ると，企業行動の許容領域が明らかとなる（図表 2　企業行動のポジショニング）．
すなわち，営利性と比較し経営倫理性を強く意識した行動は，Ⅱの領域である．社会的には有用
ではあるが，営利性の視点からは市場の失敗等として認識されるもの等を含め公共性等を主眼に置
いた公的な組織等の主たる活動はこの領域となる．一方，経営倫理性に対し，営利性を非常に強く
意識した企業行動は，Ⅳの領域も想定されるが，企業市民としての節度ある企業行動への関心が高
まってきている現在，Ⅳの領域ではなく，より上位にあるⅠの領域での企業行動が重要となる．
8）　IASBの Tweedie議長は，単一の質の高い国際基準は，数値的な基準や必要ではないと思われるほどの詳細にわた
る規則や運用方針を排除し，プリンシプル・ベースで設定すべきと，主張している．Sir David Tweedie, [2007] “Can 
Global Standards Be Principle Based?” Journal of Applied Research in Accounting and Finance, Vol2, Issue 1. pp.3-8 
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6－2．経営倫理のピラミッド
ここで，定量的なアプローチにむけた考察を行うこととしたい．望ましい企業品質は，適正な経営
倫理によるコントロールのもとでの適切な企業価値の創造によりもたらされる．経営倫理に関する研
究は，これまで定性的な視点から多くの有用な研究が展開されてきた．一方，この領域における定量
的なアプローチは，その意味では新たなる領域とみられている．
また，これまでの考察から，国際会計システムにおける企業価値に関し，経営倫理の影響力は，以
前と比べ非常に大きくなってきている．そのため，国際会計システムにおける経営倫理の影響を，定
性的な視点に加え，定量化モデル等を視野に入れ定量的にアプローチすることは意義あるものとな
る．すなわち，このようなアプローチにより，企業品質を念頭に入れた最適な企業価値と経営倫理の
関係性がより明示的に提示でき，その検証可能性も高くなる．そして，最適な経営倫理的なコントロー
ルの水準を考察することが，今後重要になってくるものと思われる．本稿は，このような視点から，
国際会計システムにおいて，企業品質を念頭に入れた最適な企業価値と経営倫理の関係性に関し，定
量的なアプローチにむけた考察を行うものである．
最適な企業行動の視点からは，望ましい企業品質は，適正な経営倫理によるコントロールのもとで
の適切な企業価値の創造によりもたらされる．たとえば，経営倫理によるコントロールが過剰な場合，
あまりにも，コントロールが強すぎ，企業価値創造にむけた企業行動が制約されすぎる懸念が生じる．
一方，経営倫理によるコントロールが非常に弱いケースでは，企業行動に対する制約が弱いためモラ
ルハザード等が生じ，それが，経営品質の劣化等をもたらすリスクが高まる．このようなことから，
企業における経営倫理的効用は，経営倫理のコントロールにより変化することになる（図表 3　経営
倫理のピラミッド）．
そこで，図表 2（企業行動のポジショニング）での第Ⅰ象限において，経営倫理のピラミッドの
ような展開が示唆される可能性について考察する．ここでは，企業価値を CVとし，経営倫理によ
るコントロールを BE，また，企業品質を CQとすると，これまでの考察から，CQ＝ F（CV，BE）
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図表 2　企業行動のポジショニング
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という関係性のもとで，さらに，CVは BEに影響されると想定する．すなわち，国際的な会計情報
に関する価値も，経営倫理に影響される．
また，BEは，－∞から＋∞までを理念上はとりうるが，国際会計システムにおける経営倫理の視
点をベースとし，まずは，より多くの実態に近い状況の想定として，0≦ BEの領域での展開からア
プローチすることにする．なお，ここでは，BEの絶対額も重要であるが，より重要なものとして，
企業における CVと BE関係性の観点から，CVへの BEの相対的影響力が，より重要となることが
想定される．よって，CVと BEの比率あるいは，（CV－BE）等の観点からの展開に意義があること
になる．ここで，（CV－BE）の値であるが，第一段階として，－∞＜（CV－BE）＜∞が想定され
ることになる．このような考察から，経営倫理のピラミッド的展開が示唆されることになり，さら
なる考察が意義あるものと思われる．
7．むすびにかえて
企業活動や資本市場のグローバル化の進展により，以前に比べ，企業情報を規定するものとして
の国際会計システムは極めて影響力の大きなものとなってきている．この重要性を高めてきている
国際会計システムを経営倫理の視点から考察すると，国際会計システムは優れた点も多々指摘でき
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る．しかし，情報の非対称性問題や意思決定における恣意性等の点からの大きな問題も内在化して
いる．このような国際会計システムの課題解決のためには，経営倫理的な視点からの対応が有効と
なり，まさに，経営倫理の存在意義は大きいものとなる．さらに，国際会計システムにおける経営
倫理的対応においては，定量的なアプローチからの有効性も想定され，これまでの考察からそのた
めの方向性が示唆された．そして，今後の研究においては，これらの考察の精緻化を図ることが重
要となることが明らかとなった．
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Contemporary Significance of Business Ethics in International Accounting System
̶From the view point of Corporate Information̶
Hiroshi YOSHIDA
ABSTRACT
As the development of international business and capital market, the importance of International Accounting System is 
increasing. This International Accounting System holds various kinds of advantages. However, at the same time, there are 
some kinds of critical issues in this system. In order to cope with these serious issues, it is expected to approach from the 
view point of Business Ethics. This Business Ethics will control the quality of corporate information. Furthermore, this paper 
is trying to approach quantitatively. 
